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問題 1 関数 Tan−1xの定義を正確に述べてください。

問題 2 cosxの定義域を π ≤ x ≤ 2πに制限したものの逆関数の導関数を求めてく
ださい。

問題 3 次の関数の導関数を求めてください。

f(x) = Tan−1 x√
1− x2

問題 4 x, yが次の関係式を満たすときに、dx
dy を x, yを使って表してください。た

だし、微分不可能な点については気にしなくて結構です。
(1) y = log(x2 + 1) (2)

√
x2 − y = y2 − 2x− 1

問題 5 次の極限値が存在するかどうか調べ、存在する場合はその値を求めてくだ
さい。

(1) lim
x→0

cosx− 1
1−x2

x2
(2) lim

x→+∞

x2

e
x2

1+x

問題 6 関数 f(x) = xe1−x2 の増減と凹凸を調べ、増減表とグラフの概形を描いて
ください。
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問題 1 関数 Tan−1xの定義を正確に述べてください。

tanxの定義域を −π
2 < x < π

2 に制限したものの逆関数。

問題 2 cosxの定義域を π ≤ x ≤ 2πに制限したものの逆関数の導関数を求めてく
ださい。

y = cosx (π ≤ x ≤ 2π)

の逆関数は

x = cos y (π ≤ y ≤ 2π)

であり、両辺を xで微分すれば

1 = − sin y · y′

y′ = − 1

sin y

です。ここで

sin2 y = 1− cos2 y = 1− x2

ですが、π ≤ y ≤ 2πにより sin y ≤ 0ですから

sin y = −
√
1− x2

であって、
y′ =

1√
1− x2

です。

問題 3 次の関数の導関数を求めてください。

f(x) = Tan−1 x√
1− x2

f(x) = Tan−1 x√
1− x2

f ′(x) =
1

1 + x2

1−x2

·

√
1− x2 − x −2x

2
√
1−x2

1− x2

=
√
1− x2 +

x2

√
1− x2

=
1√

1− x2

問題 4 x, yが次の関係式を満たすときに、dx
dy を x, yを使って表してください。た

だし、微分不可能な点については気にしなくて結構です。
(1) y = log(x2 + 1) (2)

√
x2 − y = y2 − 2x− 1

(1)

y = log(x2 + 1)

1 =
2xx′

x2 + 1

x′ =
x2 + 1

2x

(2) √
x2 − y = y2 − 2x− 1
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2xx′ − 1

2
√
x2 − y

= 2y − 2x′

2xx′ − 1 = 4(y − x′)
√
x2 − y(

4
√
x2 − y + 2x

)
x′ = 4y

√
x2 − 1 + 1

x′ =
4y
√
x2 − y + 1

4
√
x2 − y + 2x

問題 5 次の極限値が存在するかどうか調べ、存在する場合はその値を求めてくだ
さい。

(1) lim
x→0

cosx− 1
1−x2

x2
(2) lim

x→+∞

x2

e
x2

1+x

(1) これは 0
0 の不定形です。分母・分子それぞれの導関数の比をとると

− sinx− 2x
(1−x2)2

2x
= −1

2

sinx

x
− 1

(1− x2)2

です。ここで第２項は −1に収束しており、第１項の sin x
x に注目するとこれも 0

0 の不
定形であり、

(分子)
′

(分母)
′ = cosx → 1 (x → 0)

ですから、ド・ロピタルの規則により

lim
x→0

sinx

x
= 1

であることが分かります。従って、再びド・ロピタルの規則により、問題の極限値は存
在して − 3

2 です。

(2)

x2

e
x2

1+x

=

(
x

e
x2

2(1+x)

)2

ですから、括弧の中身の極限を調べます。これは ∞
∞ の不定形ですので、分母・分子そ

れぞれの導関数の比をとると

(分子)
′

(分母)
′ =

1

e
x2

2(1+x)
2x2(1+x)−x22

4(1+x)2

=
1

e
x2

2(1+x) x2+2x
2(1+x)2

=
1

e

x

2( 1
x

+1) 1+ 2
x

2( 1
x+1)

2

→ 0 (x → ∞)

ですから、ド・ロピタルの規則により問題の極限値は存在して 0です。

問題 6 関数 f(x) = xe1−x2 の増減と凹凸を調べ、増減表とグラフの概形を描いて
ください。

定義域は実数全体であり、奇関数です。従って x ≥ 0の部分だけ調べれば十分です。

y′ = e1−x2

− 2x2e1−x2

= (1− 2x2)e1−x2

, y′ = 0 ⇐⇒ x =
1√
2

y′′ =
{
−4x− 2x(1− 2x2)

}
e1−x2

= 2x(2x2 − 3)e1−x2

, y′′ = 0 ⇐⇒ x = 0,

√
3

2

x 0 · · · 1√
2

· · ·
√

3
2 · · · +∞

y′ + 0 − 0

y′′ 0 − 0 + 0

y 0
�- √

e
2

�
?
√

3
2e

�- 0

変曲点は (0, 0),
(
±
√

3
2 ,±

√
3
2e

)
（複号同順）の 3点です。


